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学術論文 『デザイン理論』35/1996
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1.ス ウェーデ ン世紀転換期 の社会 と文化

2.カ ール ・ラーシ ョンの芸術 と社会

3.ラ ーシ ョン自邸 と画集 『エ ット ・ヘム』

結論 カール ・ラーション自邸の意義

序

カ ー ル ・ラ ー シ ョン(CarlLarsson1853-1919)が,ス ウ ェー デ ンの 国 民 画 家 と呼 ばれ るほ

どの名 声 を確 立 した 要 因 を,そ の画 業 の 芸 術 性 に求 め た として も,彼 と 同等 あ るい は そ れ以 上

の 才能 に恵 ま れ た 同時 代 の 画 家 を見 出 す こ と は可 能 で あ り,彼 が 特 別 な存 在 へ と成 り得 た 理 由

を 説 明 しつ くす こ と は で き な い1)。 本 稿 は,カ ー ル ・ラ ー シ ョ ンが 家 族 と共 に後 半 生 を過 した

ダ ー ラナ 地 方 ス ン ドボ ー ン に お け る住 宅 「リラ ・ヒ ッ トネ ー ス 」 と そ こで の 生 活 の意 義 を,世

紀 転 換 期 ス ウ ェー デ ンの 文 化 的 ・社 会 的 文 脈 に お い て 考 察 す る こ とを 目 的 とす る。 そ れ に よ り

同 国 の 近 代 的 住 宅 像 あ る い は 近 代 的 生 活 像 の形 成 にお い て,ラ ー シ ョ ン 自邸2)が 果 した 役 割 を

積 極 的 に評 価 す る と同 時 に,そ こで の一 家 の 生 活 をモ テ ィー フ とし た一 連 の 作 品 が 国民 の 共 感

を呼 び,彼 が 名 声 を確 立 した 背 景 を明 らか にす る こ とを試 み る も の で あ る。

研 究 の 方 法 と して1ま,ス ウ ェー デ ン が 当 時 置 か れ て い た ヨー ロ ッパ の 「周 辺 国 」 と して の状

況 に 着 目3)し,そ の 「後 進 性 」 が 同 国 の 近 代 文 化 の 形 成 過 程 に与 え た 影 響,と い う視 点 か ら考

察 を試 み る。 具 体 的 に は,同 国 の世 紀 転 換 期 に お い て重 要 な意 味 を持 った ナ シ ョナ ル ・ロ マ ン

テ ィ シ ズ ム4)と 称 さ れ る芸 術 思 潮 と ラー シ ヨ ン との 関 係 が 議 論 の焦 点 とな る が,さ ら に問 題 の

背 景 と し て 「国 民 運 動 」5)と呼 ば れ る 一 連 の 政 治 的 活 動 に注 目 し,こ れ に象 徴 され る 当 時 の社

会 状 況 が,芸 術 家 や 建 築 家 の社 会 生 活 の 基 盤 も変 化 の 波 に巻 き込 み,彼 らの 意識 や 職 能 に も変
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化が生 じる過程を,ラ ーション自邸 を軸にして検証することも意図しなが ら,考 察を進めたい。

1.ス ウェーデン世紀転換期の社会 と文化

1-1ヨ ーロッパの 「周辺国」 としての北欧の地理的条件

1982年 にニュー ヨークのブル ックリン美術館を中心 に開催 された展覧会NorthernLight

は,北 欧の19-20世 紀転換期絵画をヨーロッパ絵画の亜流 として,印 象派や後期印象派の展開

という従来 の近代美術史の枠内で理解 してきた態度を反省する契機 となった。北欧の画家が近

代性 を模索 しながらた どった特異な道筋が,同 展覧会以降は国際的にも研究対象 となったので

ある。本稿では,北 欧近代美術 に特異性 を与 えた根源的な要因として,そ の地理的な条件を指

摘することか らさらに一歩踏み込み,北 欧辛化の 「後進性」 という視点から考察を試みたい。

ベ レンドとラーンキによれば,18世 紀末から第1次 世界大戦 までの北欧諸国は,典 型的なヨ

ーロッパの 「周辺国」であった6)。彼 らの概念 を援用 し,本 稿の課題 に照 らして整理するなら

ば,ス ウェーデンにとっての近代化 とは,工 業化に伴 う経済力の発展や市民社会の成長,交 通

手段の充実な どによりその 「後進性」を克服 し,地 理上の制約からも徐々に解放 されることに

よって,ヨ ーロッパの 「周辺国」の地位か ら 「中心国」の地位への接近の過程である,と いえ

よう。ここでスウェーデンの地理的条件,あ るいはその 「後進性」に着目する本稿の方法が,

無用な偏見を与 えることのないよう,あ えて注意 を喚起 しておきたい。その地理的条件によっ

て 「大陸の新 しい思潮や技術がす ぐには北欧には流れ こまなかった り,ま たそうしたタイム=

ラグが,逆 に北欧諸国をより新 しい時代の条件に容易に適合 させる条件 をつ くりだす,と いっ

たかたちで,北 欧の歴史 に特色を与えてきた」ηという百瀬宏の解釈 は示唆に富む。周辺に位

置するとい う条件が,逆 に独 自の文化を生み出す契機 にも成 り得るのである。後述するように,

北欧の芸術家たちの 「後進性」の自覚が,独 自の文化 を開花 させる原動力になったのである。

1-219-20世 紀転換期のスウェーデン社会

かつて大国 として君臨 していたスウェーデンは,も はや19世 紀 にはその地位を失い,ヨ ーロ

ッパ 「周辺」の貧 しいm業 国 となっていた8)。しか し1850年 代 に豊富な天然資源 に基づいて

工業化が始 まると,製 鉄業 と木材加工業の二大輸出産業を軸に成長し,1870年 代には国際的な

好況の波に乗って大 きく進展を遂 げる。その結果 として1890年 代 には,国 内市場産業も発展 を

始めている9)。ところが農村に浸透 した資本の論理は無産農民の数を増加 させ,ア メ リカへの

大量移民 とい う事態を招いた。1851年 か ら1920年 の間に約120万 人のスウェーデン人が北アメ

リカへ渡った とされるが1°),1870年代 に全人口がようや く400万 人を越 えた11)ことと合わせて

考えると,そ れは国家の基盤を揺 るがすほこの深刻な状態であったことが想像されよう。

このような時代背景の もと,1880年 代には70年 代に発生 した労働組合運動が本格化するなど,
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スウェーデンにおいても民主的な社会の実現 を志向する市民運動の展開が見 られ,今 日の福祉

国家建設への出発点 となった。労働組合運動,自 由教会運動,禁 酒運動など相互に協力関係に

あったこれ らの運動は 「国民運動」 と総称 され,文 字通 り国民的な普通選挙権獲得運動を構成

した12)。労慟者階級による労働組合運動 と,都 市中間層の指導する自由主義運動 との緊密な協

力関係で進められた 「国民運動」は,80年 代 には社会民主主義運動 を支持≡するに至 り,89年 に

社会民主党が成立すると最大の支持基盤 となる13)。こうした近代市民社会の誕生の過程で,支

配層に依存 した従来の芸術家や建築家の活動の基盤にも,変 化が生 じてい くのである。

この時期には,ス ウェーデンを取 り巻 く国際情勢にも,新 たな事態が起 った。1864年 の第2

次スレースヴィ戦争で,デ ンマークがプロイセン ・オース トリアの連合軍に敗北 したことは,

スカンジナ ビア主義によって同国 と同盟 を結んでいたスウェーデンに とっても敗北 を意味 した。

90年代 にはノルウェーの独立問題が本格化 し,さ らにかつてのスウェーデン領であったフィン

ラン ドのロシア化が進むと,ス ウェーデンで は国境線に対する不安から,90年 代ナショナ リズ

ム と呼ばれる風潮が生れるに至 った14)。これ は 「国民運動」の内容 と一見矛盾するかに思える

が,近 代的な社会の実現によって国家の 「後進性」の克服を志向する点で,当 初は同じ方向性

を有 していた と考 えられる。 このような19世 紀を通 じて進んだ国の内外での大 きな変化 に呼応

して,新 しい時代の文化を模索する動 きが,若 い芸術家たちを中心に活性化していった。

1-319-20世 紀転換期のスウェーデン文化

19世紀 に入ると北欧諸国には,ナ ショナル ・ロマンティシズム と呼ばれる思潮が生れた。そ

の全体 を概観 し,百 瀬 は次のように説明する。「同じ言語 を用いている人々は一つの民族 をな

しているのであり,民 族は国家を形成す ることができるという民族ロマンティシズムの教義は,

民衆のあいだの伝承や歴史的過去の発掘 とむすびついて,(中 略)北 欧において も,エ ッダや

サガが研究 され再評価されるなかで,諸 民族の栄光が歴史の光の中に照 らしだされた。」15)政治

的な民族主義に端 を発 したこの思潮は,文 化の領域 においても基本的にナショナル ・アイデン

ティティーを標榜 し,19世 紀を通じて徐々に開花 した。前述のような国際情勢に刺激された こ

ともあり,19-20世 紀転換期に最盛期を迎 える。 しかし各国の立場や各芸術領域の事情 により,

内容や表現方法には相違点 も認められる。北欧諸国の中でも大陸 との結びつきが強 く,勢 力の

意味で もより 「中心的」性格を持っデンマークやスウェ尸デンζ,よ り 「周辺的∫な性格のフ

ィンランドやノルウェーとでは,ナ ショナル ・アイデンティティーを求める態度に真剣 さや切

実さの点で決定的な差異があ り,結 果的 に生 じた文化 にそれが反映 した。たとえば当時,ロ シ

ア化が進む ことで国家の自立が危機に瀕 し,ヨ ーロッパ大陸から最 も遠いフィンラン ドにおい

て,最 も強固で求心的な運動 としてナシ ョナル ・ロマンティシズムが起ったのである16)。

スウェーデンの場合,過 去の栄光の記憶 による 「大国意識」や,外 敵の脅威が比較的小 さく,
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工業化がある程度順調 に進んだ こともあって,民 族性の探求において もヨーロッパの 「中心

国」の動向を強 く意識 した姿勢 を取った。むしろその 「近代性」を積極的に吸収することで自

らの 「後進性」を克服 し,さ らにその影響 を自国流に消化することによって独 自の文化的価値

を確立 し,「 中心国」 と肩を並べてい く道 を模索 したのが,ス ウェーデン文化 におけるナショ

ナル ・ロマ ンティシズムであった,と 筆者 は考 える。 したがってその出発点は,「 中心国」 と

比較 した際の,自 国の文化の 「後進性」 に対する劣等感であった。その根拠 を示すのは事の性

質上難 しいが1η,画 家 リカル ド・ベ リが 自国の芸術家の典型的な態度を 「スウェーデンは芸術

向きの国ではない,と ため息をつきなが ら,窓 の外の雪景色にロールカーテンを下 ろす。ラン

プを灯 し,本 棚から古典の書物 を手に取 る。あるいはイタリアかフランスか日本の画集で も開

くのである」18)と表現するとき,彼 らの複雑 な内面の吐露をそこに見ることができよう。

さて文化 におけるナショナル ・ロマンティシズムの輪郭を示して きたが,こ の用語で規定す

る概念にっいて少 し検討を加えてお く。 まず当時の芸術家や思想家などの当事者たちは,こ の

用語をおそらく使わなかったことに注意したい19)。管見では,美 術史家ジョニー ・ルースヴァ

ルが,ス ウェーデンの建築の一時期(1900-30年)に 対 し命名 したのを嚆矢 とする2°)。その後,

概念が明確 に統一 されないまま用語 として普及したのであるが,大 きく分類 して二つの立場が

存在する。特定の作家や作品に対 し,様 式的な観点か ら狭義に規定する立場がある一方で,多

様 な方向性 を見せた当時の活動を総括する思潮 として広義 に規定する立場である21)。ここで詳

細 に議論する余裕 はないが,本 稿では筆者は後者の立場 を取っている。その理由は,第1に 作

家個人や個々の作品が内包 した多様 な方向性であり,第2に 彼 らの議論 と作品 との間に見 られ

る差異である。彼 らの思潮 と作品に見 られる 「近代性」 と 「民族性」 とに向かう二つのベク ト

ルを,一 つの概念に総括できるかどうかに問題の核心がある。 しかし彼 らの作風や主張に内容

の幅があるにせよ,芸 術アカデミーを中心 とした既成秩序に対する反体制 としての性格 を共有

し,新 しい芸術運動 としての一体感が見 られた点を重視するならば,こ れらを精神的活動 とし

ての思潮であると同時に,一 種の総合的文化運動であると理解することができよう。本稿では

呼称に関する議論 は避け22),ナ ショナル ・ロマンティシズムの定義 としておきたい。

2.カ ール ・ラーションの芸術 と社会

2-1画 家 としてのカール ・ラーシ ョン

カール ・ラーシ ョンは,1853年 ス トックホルムに生れる。父は日雇労働者で,家 庭 はきわめ

て貧 しかった。 この家庭環境 は,生 涯を通して彼の芸術や思想 に決定的な方向性 を与えた とい

ってよい。1866年 にス トックホルムの芸術アカデミー予科に入学 し,以 来77年 にパ リに渡 るま

でアカデ ミーで学んだ。当時の北欧の芸術家にとって,文 化の 「中心国」に学ぶことは憧れで
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あり,一 流を目指すための常道で もあったが,特 に70年代か ら90年代前半のパ リ周辺には,自

国の保守的な芸術 アカデミーに失望 し,新 しい芸術 と自由な社会の姿を模索する若い北欧の芸

術家が次々に押 し寄せ,一 大コロニーを形成 していた23)。そこにラーションも加わ り,中 心人

物の一人になっていく。残 された記録はパ リで成功する夢,そ して新 しい芸術の理想に燃 えて

活動した彼 らの日々を生き生きと伝 える。1877年 のクリスマスの夜,ラ ーシ ョンはお気 に入 り

のレス トランへ仲間を集めた。フィンランドの画家ヴィレ ・ヴァルグレンの記憶 を借 りよう。

「われわれが入 ってきた とき,ス ウェーデンの画家たちは小 さなクリスマスツリーを囲んで

テーブルに着いていた(略)ラ ーシ ョンはす ぐに呼びかけた。"や あ,フ ィンラン ド青年諸君,

ようこそ!"ノ ルウェー産のアクアビッ トをまず一杯,二 杯,三 杯,魚,焼 肉,雑 炊な ど……。

(略)わ れわれの酒飲み歌を全員でコーラスす ると,窓 ガラスはショックで振動 し,通 りを行

く大勢の人々が立 ち止まり耳 を傾 けた。するとラーションはクリスマスハムをネタに愉快で気

の利いたスピーチをして,最 後 に過ぎ去 りし日のスウ_一 デンに祝杯 をあげたのだ。」24)

しかしパ リでの生活は,貧 困 との闘いであった。ラーシ ョンは78年 にパ リのサロンに初入選

した ものの経済的理由から帰国。 この前後,自 国の芸術アカデ ミーに対する再三の奨学金の申

請はすべて失敗 に終った。 この ことが,彼 のアカデ ミーに対する反感 を煽ったことは想像に難

くない。下積み時代の彼を助 けたのは,主 に新聞や雑誌のイラス トの仕事である25)。翌79年 再

びパ リに渡 り,他 の多 くのスウェーデン人 と同様 に,サ ロンで認められることを目的にアカデ

ミックな様式で創作を続 けた。サロンに固執する彼 らの態度は,経 済的事情 もあった とはいえ,

やは り文化的後進性の自覚の表れ と解釈できよう。しかし彼 らには依然 として成功は訪れなか

った。実はこの頃パ リのサロンの主流は外光派に移 りつつあり,批 評家の評価基準も特に外国

人の作品に対 してはその 「近代性」,す なわちフランスの外光主義をいかに反映しているかに

あった26)。ラーションたちの努力 は,い ささか的はずれであったわけである。81年 に満を持し

て応募 した作品が落選すると,貧 困の中で病に伏 し,ラ ーションはついに絶望を迎えた。

彼 を絶望の淵か ら救 ったのは,82年 春に友人の画家カール ・ノー ドス トロームがパ リ郊外の

グレ ・シュール ・ロワンに誘ったことである。グレではそのころ,外 光主義 を取 り入れ始めた

北欧の画家の一部が,自 然のモティーフを求めて夏期 を中心に移 り住み,新 たなコロニーを形

成 しつつあった27)。ラーションはここで外光主義の技法を短期間で習得。水彩を主に用い,光

に満 ちた明るい色彩で,農 民の日常生活の何げない瞬間や自然の風景を切 り取って描 くリア リ

ズムの手法に転向する。彼はさらに大 きな転機をグレで迎えた。生涯の伴侶カー リン ・ベリイ

ェー と恋に落ち,同 年9月 婚約 したのである28)。ス トックホルムの芸術アカデ ミーで学んだカ

ー リンとの出会いは
,単 なる私生活の充実以上の効果 を彼にもたらした29)。直後に描いた2点

の水彩画 により翌年パ リのサロンで3等 メダルを受賞,フ ランス政府が買い上げを希望 した。
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83年 に描いた2点 の水彩はスウェーデン国立美術館が,別 の1点 はフランス政府が購入した。

輝か しい成功 を見て,ス トックホルムの芸術アカデ ミーはラーションを教授 に指名するが,彼

は当然 これを拒否。反アカデ ミー運動に参加する。85年 か ら活動の拠点を徐々にスウェーデン
"1

に移 した。1900年 のパ リ万博で1等 メダルを受賞。その他の代表作 として,自 分の家族や民衆

の日常生活 を描いた一連の作品,ス ウェーデン国立美術館フレスコ壁画などがある3°)。

2-2ス ウェーデンの芸術運動 とカール ・ラーシ ョン

1870年 代末,ス ウェーデン本国で 「国民運動」が本格化するのに呼応 して,パ リのスウェー

デン人芸術家 たちも,エ ルンシュト・ヨセブソンをリーダーに毎水曜日に集会を開き,彼 らの

運動を組織 しつつあった。60人 前後の参加者 を集めたこの集会で,ヨ セフソンは情熱的に演説

を行い,都 会生活の不健全さを指摘,郊 外の自然環境 に住むことを勧め,農 民の生活に学ぶ こ

とを説いた31)。これに刺激される形で外光主義 のリアリズムの受容が進み,ま たグレのコロニ

ーが誕生 したのであるが ,こ のことはスウェーデンの芸術家にとって,単 なる絵画技法の習得

以上の意味を持っていた と考えられる。第1に,民 衆の日常生活やありのままの自然や風景に

対するまなざしを獲得 した ことは,母 国の文化的伝統や北欧独 自の自然や風景への郷愁 を誘い,

それ らの固有性に対する再評価の契機 をもたらした32)。文化的後進性を自覚 していた彼 らにと

って,こ の視点を獲得できた ことの意義は大 きい。第2に,名 も無 き民衆,特 に農民に対す る

まなざしの獲得は,芸 術アカデミーに対す る反抗か ら出発 した彼 らの運動に,社 会的な視点 を

付与 した33)。ラーションにとっては,こ の視点は彼自身の生い立ち と重なって,そ の活動に決

定的な方向性 を与える34)。外光主義の リアリズムの受容は,さ らに別の大 きな転機 を彼 らにも

たらした。84年4月 のパ リのサロンで,ス ウェーデンの画家36人 の51作 品が一挙に入選したの

である35)。この記録的成功が与えた自信の大 きさは,直 後か ら彼 らの活動が急展開した ことが

示している。母国の伝統や自然への想 いと自信 とを胸 に,80年 代後半に彼 らは次々と祖国へ戻

った。彼 らが描 くべ きものは,も はやパ リにもグレにも存在 しなかったのである。

ここで,サ ロンでの成功以降の彼 らの運動 を概観 してお く。同年5月,ヨ セブソンのア トリ

エに結集 した ラーションを含む18人 が,独 自の展覧会 『セーヌ河畔より』 を企画。さらにヨセ

フソンは,芸 術アカデ ミーに改革 を要求す る論説を,11月 と12月 にスウェーデンの代表的新聞

ダーゲンス ・ニィヘッテル紙に発表。翌年3月 に彼 らは,志 を共にする84人 の芸術家が署名 し

た要求書をアカデミーに送 りつけた。4月,ス トックホルムで 『セーヌ河畔より』が開催 され

ると大好評を博 し,批 評家か らも高い評価 を受ける。アカデ ミー側はこれに対抗すべ く7月,

傘下の団体 「芸術協会」の150周 年記念を理由に展覧会を開催。 ヨセフソンたち 厂反逆派(オ

ポーネン ト)」はこれに対 し,要 求書に署名 した84人 中59人 の作品で構成する 「反逆派展」を

9月 に開催 し再び好評 を博すが,要 求は拒否 され続 けた。 これを見て反逆派 は翌86年,「 芸術
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家 同 盟 」 を結 成,彼 らの運 動 は頂 点 を迎 え る36)。 この 「芸 術 家 同 盟 」 が,以 後 ス ウ ェー デ ン美

術 に お け る ナ シ ョナ ル ・ロマ ン テ ィ シ ズ ム の核 に な った 。 「芸 術 家 同 盟 」 は,や が て 党 派 性 と

権 威 主 義 的傾 向 が 強 くな って 分 裂 し,ヨ セ ブ ソ ン や ラ ー シ ョン は脱 退 す る こ と に な る37}。

3.ラ ー シ ョ ン 自邸 と画 集 『エ ッ ト ・ヘ ム 』

3-1カ ー ル ・ラ ー シ ョン 自 邸 「リラ 。ヒ ッ トネ ー ス」

1885年 夏,ス ウ ェ ー デ ン に一 時 帰 国 した ラー シ ョ ン は,妻 カ ー リン の 父 ア ドル フ ・ベ リイ ェ

ー と共 に
,ダ ー ラナ 地 方 ス ン ドボ ー ン38}の ア ドル フ の 生 地 を訪 れ た 。 当 時 ア ドル フ の2人 の 姉

妹 が 住 ん で い た 川 の ほ と りの 小 さな 住 宅(図1)は,ダ ー ラ ナ 地 方 に伝 統 的 に見 られ る丸 太 造

で,厂 リラ ・ ヒ ッ トネ ー ス 」 と呼 ば れ て い た。 この 住 宅 を 「取 る に足 らぬ建 物 」 と感 じた ラ ー

シ ョン で はあ っ たが,周 辺 環 境 に つ い て は 「世 間 の 喧騒 か ら離 れ,口 で は表 現 で き な い ほ ど快

く感 じた 」 とい うほ ど気 に入 っ た 。 そ の様 子 を見 た ア ドル フ は,近 くに 家 を 買 い 与 え る こ とを

提 案 す る が,ラ ー シ ョン はそ の 申 し出 を 断 って い る 。 その 後,姉 妹 の 一 人 が逝 去 し た際 に 空 家

とな る と,88年 ア ドル フ は ラー シ ョ ン夫 妻 に この 住 宅 を贈 与 した39)。89年 に 夫妻 は活 動 の 拠 点

を フ ラ ン ス か ら ス ウ ェ ー デ ン に移 し,夏 期 はス ン ドボ ー ン に住 ん で住 宅 の増 改 築 を開 始 した4°》。

1901年 に は,定 住 の場 所 をス トッ ク ホ ル ム か ら この地 へ 本 格 的 に移 して い る。 彼 らが ス トッ ク

ホ ル ムで の社 交 生 活 を捨 て て まで ス ン ドボ ー ン に移 住 した の は,フ ラ ン ス で再 発 見 し た母 国 の

自然 と伝 統 文 化 が,こ の 地 に は まだ 豊 富 に 残 っ て い た た め に ほ か な ら な い。 こ こで 自 らの 手 で

築 い た 理 想 の 住 宅 を舞 台 に,最 もス ウ ェ ー デ ン的 とさ れ る生 活 を楽 しん だの で あ る。

こ こで 「リラ ・ヒ ッ トネ ー ス」 の 増 改 築 の 過 程 を概 観 して お きた い 。 ラLシ ョ ン夫 妻 が 入手

した 時 点 で は,1階 に 台 所 ・食 堂 ・居 間 ・薪 小 屋,2階 に 二 つ の寝 室 が あ る の み で あ った 。 す

ぐに 玄 関 と階 段 室 周 辺 が 増 築 され,90年 西 側 に最 初 の ア ト リエ が増 築 さ れ た。93年,薪 小 屋 を

図[「 エッ ト ・ヘ ム」所収 の スケ ッチ

Etthem,Nationalmuseum1992

図2「 住宅 」「エ ッ ト・ヘム』所 収

Etthem,Nationalmuseum1992
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二っの部屋に改築,1900年 北西に離れの大 きなア トリエが建て られると,古 いア トリエはカー

リンと子供たちの工房になる。1901年 薪小屋 を改造した二っの部屋が取 り壊 され,そ こへ1階

に食料庫 ・女中部屋 ・浴室 ・廊下が,2階 にスザンヌの部屋 と客間が建て られた41)。その後 も,

小 さな改築や室内の改装は頻繁に行われ,1919年 のラーシ ョンの死 まで続けられた。

ラーション邸の特徴 としては,次 の点が指摘できる。第1に,既 存の古い木造住宅の増改築

であること。第2に,建 築家が関与せず,夫 妻のデザインを基に地元の職人やラーションー家

の手仕事によって工事や室内装飾が行われたこと。第3に,何 段階 もの発展過程 と試行錯誤を

経て増改築がなされ,デ ザインが常に変化 したこと。 自邸であるために失敗や機能変更 にその

都度対応できたのであるが,彼 らのインテリアデザインの実験場であった ともいえる。第4に,

日常生活の機能 と美を追及していること。第5に,最 も重要な特徴 として,形 態や色彩な どの

デザイン要素に,ス ウェーデンの伝統的なモティーフと,主 にアーツ ・アン ド・クラフツに刺

激された と思われる近代的なモティーフ42)との,融 合や並置が見 られること。ナショナル ・ロ

マンティシズムが志向した 「民族性」 と 「近代性」の二っの方向性 を直接的 に反映 し,し か も

見事に融合 している。た とえば棟の北端の装飾(図2)は,当 時の思潮において再評価の対象

となっていたヴァイキング文化の ドラゴン装飾に見えるが,実 はモティーフは犬に変 えられて

いる。伝統 は,そ の本来の背景である規範 としての歴史性を剥奪 され,近 代的なユーモアが付

与されて親 しみやすさを感 じさせるような,独 創的なデザインを生むための素材 として扱われ

ている。 さらにこの装飾は,飼 い犬 と共に暮 らす近代的家族像の象徴 と見ることもできる。住

宅の東側ファサー ドでは,外 壁仕上げ ・開口部 ・構造材 により形態 と色彩 と素材感の組合せ を

駆使 したデザイン処理が行われてお り,当 時のスウェーデンの建築家が まだ到達で きずにいた

グラフィックな感覚の手法で,伝 統 と近代 との軽やかな融合を実現 している。ラーシ ョン邸で

多用されている赤 と緑の鮮やかなコントラス トは,た とえばラファエロ前派の配色の参照 と見

ることも可能であるが,そ の配色 はダーラナ地方発祥の伝統である赤いベンガラ43)塗りの農家

が,新 緑の中に点在するスウェーデン独特の田園風景 を象徴するものであることを指摘してお

きたい。室内においては,そ の明るさは特筆 に値するが,丸 太造の住宅であ りなが らその構造

や気候の制約に逆 らって取 られた多 ぐの開口部 によって,伝 統的な民家の室内に近代的な明 る

い光の空間 を実現 している。インテ リアデザインにおいて も,伝 統 と近代 との融合 と並置 とは

一貫 したテーマである。18世 紀の貴族趣味であるグスタヴィアン ・スタイルの家具は,伝 統に

付随する因習というべ き権威的な意味を消去 された使い方がされ,カ ー リンのデザインしたモ

ダンな家具やテキスタイル と見事 に共存 している。カーリンの制作 したテキスタイルは,た と

えば伝統的な綴れ織の技法を用いなが らも,独 創的な幾何学模様や,制 作中に起 った出来事の

印象を即興的 に織 り込むな ど近代的な感覚にあふれ,実 用性 を失わずに高い芸術性を実現して
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いる。無名の古い家具や調度類に対する愛情,す なわち近代的な価値観で美的評価 をするいわ

ゆるアンティーク趣味にも注 目したい。 これ らの多様 なデザイン要素は,徹 底的な試行錯誤の

結果決 められた配置により絶妙なバランスの上 に調和 し,こ の住宅に乱雑で統一性 に欠ける印

象 を与 えない。 これらの成果の多 くは,カ ーリンの才能 によるものと考えられ るが,当 時の一

般的な庶民の住宅で増えっっあった粗悪な工業製品の家具や装飾品がまった く使われていない

ことも,こ の住宅の美的価値を高めている。第6に,野 や川に囲まれ自然環境が豊かであるこ

と。田舎での一家の幸福な日常生活 は,都 会生活へのアンチテーゼとなっている。

3-2『 エッ ト・ヘム(あ る住 まい)』44)

1890年 頃か ら,ラ ーションは自邸 とそこでの一家の生活の模様 を一連の水彩画に描 き始めた。

それら20枚 の水彩画 と92年 の作品 〈ドム ・ミーナ(私 の家族)>45)(図3)と を,97年 のス トッ

クホルム博覧会に出品,好 評 を博す。 これを受けて,20枚 の水彩画に新たに4枚 を加 え,ラ ー

ション自身によるエッセイを伴 う画集 『エ ット・ヘム』を99年 に出版する。これは大評判を呼

び,.彼 らの住宅 を一躍有 名 に した46)。以 後,一 連 の カラー刷 の画集 『ラーシ ョンー家』

(1902),『 スパー ド・アルヴェ ッ ト(先 祖伝来の シャベル)』(1906),『 日の当たる方へ』

(1910),『 よその家の子供 たち』(1913)な どが出版 された。 ラーシ ョンは 『エット ・ヘム』

の水彩画を描いたころ,自 身の作風 を確立 したといってよい。母国に戻 ったナショナル ・ロマ

ンティシズムの画家の多 くが,ス ウェーデン的な特質を追及 した結果 として観念的な象徴主義

の傾向を強めたのに対 し,ラ ーシ ョンはグレで獲得 した手法を用いてスウェーデンの日常生活

や自然の風景 をモティーフとして描 く方法を採 る47)。さらに黒い明確な輪郭線 と立体感を意識

的に抑制 した着彩技法 により,日 常生活の一瞬を演劇的な演出と臨場感あふれる構図で切 り取

る,き わめて個性的な手法(図4)を 確立するが,こ れは彼のイラス トレーター としての長い

経歴に加 え,日 本の浮世絵 の強い影響によると考えられる48)。ラーションはエッセイの中で出

版の目的について 「楽 しいや り方で家を装飾する欲求にか られた人に…… う一ん,こ れを言う

べきであろうか ……"お 手本"と レて…… うわっ,言 ってしまった!役 に立つ と思 う賢明な方

法を示 したい と思 っているのだ」49)と述べ,こ れを参考にして読者が自らの手で家を建てるこ

とを勧めている。 またエッセイには,一 家の日常生活の描写 を通して,ス ウェーデンの伝統文

化の価値 を訴える啓蒙的な性格 も認められる。文体 は古語や押韻を用い,リ ズム と響 きを意識

した美文調であり,読 者にスウェーデン語の美 しさを再認識 させることも意図されたと思われ

る。15ペ ージにわたるエ ッセイは随所 にユーモアを交え,国 民に愛情 と親近感 を持って語 りか

ける姿勢で書かれてお り5°),当時のカラー印刷の技術的限界 もあって,画 集 とい うよ りはむし

ろ絵本 として読者 に受け入れられたことが推察 される。エッセイは自身のク リスマスの思い出

にはじまり,自 邸の入手や改装の経緯,家 族の愉快 な生活,伝 統行事,農 民の手工芸 に潜む芸
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術性,自 身の人生観などの内容からなるが,全 体を貫 くテーマは愛国心 と郷土愛であ り,ま た

家族愛 と人生の歓び とが高 らかに謳われる。エッセイは次めような美 しい詩で閉 じられる。

「スウェーデンに生きる/草 原で,峡 谷で/森 の中で,湖 で/緑 の広場で/見 つめよ,こ の

生命 を/見 つめよ,こ の生活を/友 だちと分かちあい/子 供たち とつれあいと分かちあい」51)

図3「 ドム ・ ミー ナ 」1892年 カ ー ル ・ラ ー シ ョ ン

CarlLarsson,Nationalmuseum1992

図4a「 白樺 の下の 朝食」 一エ ッ ト・ヘム 所収

Etthe叫NationalmuseumI992

図4b「 ア トリエの半分 」「エ ッ ト ・ヘム 」所 収

Etthem,Nationalmuseum1992

3-3ラ ー ション邸の反響

『エット・ヘム』が大 きな反響を呼んだ背景には,当 時最悪の状態 にあった住環境問題があ

った。80年 代以降,都 市に急激に流入 した労働者 による深刻な住宅不足だけでな く,農 村 にお

いて も若者が土地の獲得に困難 な状況が生じ,ア メリカへの移住の原因になっていた。99年 に

政府機関 として 「持ち家委員会」が設置 され,「 持ち家運動」が本格的に推進 されてようや く

解決の方向に動 き出したが52),は からずもこれは 『エ ット・ヘム』が出版 された年である。
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ウィリアム ・モリスの思想をスウェーデンに紹介 し,啓 蒙活動を行 っていた思想家エレン ・

ケイは53),97年 のス トックホルム博 におけるラーシ ョンの水彩画展を見て,彼 女の理想の住宅

がそこに実現していることを発見 した。その年に発表 された 「住まいにおける美」 と題 された

論説で,ケ イはモリスの思想に則 り住宅における実用主義の美を唱え,工 業製品による粗悪な

装飾品や偽物を非難すると同時に,手 工芸の価値を説 き,洗 練 された簡素な品で美 しく装飾す

べきことを訴 えた54)。その具体例 にラーシ ョン邸を挙 げ 「最 も愉快で最 もオリジナ リティーに

富んだ芸術的な印象を与 える家」55)として高 く評価 したのである。女性解放運動や子供の権利

を主張 した教育改革運動の啓蒙家 として も活動したケイは,こ の論説でも女性が積極的に美の

創造,特 に手工芸や室内装飾に携 ることを提案,さ らに美しい環境で育つことは子供の感性教

育上 も有益であると説いた56)。女性 と子供の権利が守 られた近代的家族像を主張するケイの理

想 は,す でにラーションー家においてかな りの程度実現していた と考えられる57)。

ラーション邸 は,国 民の間で評判 を呼び,短 期間の内に理想の住宅の象徴的存在 になった と

考 えられるが,ラ ー ションやケイが 「お手本」 とすることを薦めた として も,そ こには問題が

あった。ラーション夫妻という卓越 した芸術家の手によって実現 した住宅は,素 人が参考にす

辱るには
,当 時はそのデザインと価値観 は最先端 に過ぎたと思われる。また 「持ち家運動」を展

開中の労働者 にとっては,美 しく装飾する以前に,住 宅 を手に入れることが先決問題であった。

この点に関 しては,残 念なが らラーションとケイの仕事では,十 分要求に答えることがで きな

かったのである。建築家ラグナル ・エス トベ リは,1905年 小冊子 『エット・ヘム』を出版 し,

建築家の立場か ら小住宅 を美しく建設する方法 を解説 し,実 際に5種 類の小住宅の計画案 と数

種類の家具 とを,寸 法付の図面で例示した。 またラーションやケイと同様 に,実 用の美を説 き,

因習にとらわれて生活を犠牲 にする愚かを非難 した58)。エス トベ リはおそらく建築家としての

立場か らラーション邸には一切言及 してお らず59),ま た小冊子の内容から判断する限 りでは,

その目標 もすべてが一致しているわけではない。出版の意図は,実 際に住宅を建設する場合 に

必要な専門的知識を提供することによって,い わばラーションとケイの仕事の空隙を埋めるこ

とにあった。あえてラーションの画集 と同じ題名 を用いたのは,共 感 と批判の両方の意味があ

った と推測 される。 しかしエス トベ リの真意 は,こ こでは重要ではない。従来,支 配層のため

に建築を設計することが職能であった建築家が,労 働者階級の小住宅に積極的に関与したこの

出版物において,ス ウェーデンにおける近代建築家の誕生の胎動 を確認で きるのである。ラー

シ ョン邸が,そ の一つの契機 となった可能性 を指摘す ることは,お そらく許されよう。

結論 カール ・ラーション自邸の意義

最後にこれまでの考察か ら,カ ール ・ラーション自邸の意義を整理して示 し,結 論 としたい。
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第1に,ス ウ ェー デ ン 国民 が 理 想 に で き る,近 代 的 住 宅 像 や 近 代 的 生 活 像 を示 した こ と で あ

る。 民 主 的 で平 等 な 社 会 の 実 現 を 目指 す 「国 民 運 動 」 の途 上 に あ って,ラ ー シ ョン邸 が 象 徴 す

る 平和 に楽 し く暮 らす 家 族 像 と,そ の生 活 の 場 と して の美 しい 住 宅 像 は,す べ て の 国 民 が 享 受

す べ き 目標 と成 り得 た。 また,当 時 急激 に進 み つ つ あ っ た都 会 生 活 へ の ア ンチ テ ー ゼ とし て 田

園 生 活 の 楽 し さ を主 張 し,新 興 ブル ジ ョア の贅 沢 な 生 活 に 劣 等 感 を抱 か な く と も,手 工 芸 とセ

ル フ ビル ド.とい う価 値 観 の転 換 に よ うて,庶 民 に も幸 福 が 訪 れ る こ と を示 した こ とで あ る 。

第2に,ス ウ ェー デ ン国 民 に,自 国 の 伝 統 文 化 の 価 値 を 再 認 識 させ,誇 り と 自信 を与 え た こ

とで あ る。 世 界 的 な芸 術 家 とな っ た ラー シ ョ ンが 最 大 限 に賛 美 した こ とに よ り,母 国 の伝 統 や

日常 生 活 に 潜 む 価 値 に対 す る再 評 価 の 契 機 を 国 民 に与 え た 。 ま た 「後 進 性 」 を 意 識 せ ざる を得

な い地 理 的 条 件 に置 か れ て い た彼 ら に,そ の伝 統 文 化 の 固 有 の価 値 を,近 代 的 な方 法 に よ り独

創 的 に 高 め られ る こ と を示 した ラー シ ョ ン邸 の 実 例 は,自 信 と勇 気 とを与 えた と考 え られ る。

第3に,ナ シ ョナ ル ・ロ マ ンテ ィ シ ズ ム を標 榜 して い た 建 築 家 た ちが,ま だ 達 成 で きな い で

い た 「民 族 性 」 と 「近 代 性 」 と を兼 ね備 えた 住 宅 像 に対 し,一 つ の 解 答 を 示 し た こ とで あ る。

そ の解 答 が 刺 激 と な っ て,建 築 家 の意 識 の 近 代 化 が 促 進 さ れ る効 果 が あ った こ と も推 測 さ れ る。

第4に,ラ ー シ ョン邸 の 成 果 を画 集 として 出版 した こ とに よ り,そ の成 果 が 「お 手 本 」 と し

て 国 民 の 住 環境 の 向 上 に寄 与 し た こ とで あ る。2人 の卓 越 した 芸 術 家 に よ っ て 実 現 し た特 殊 解

は,各 家 庭 で 実 際 に適 用 され る こ とで,現 実 的 な 次 元 で 国 民 の 生 活 に 美 を与 え る こ とに貢 献 し

た と考 え られ る。 モ リス の 理 想 は,ス ウ ェ ー デ ンで 一 歩 実 現 に近 づ い た とい う こ とが で き よ う。

今世 紀 に 入 りス ウ ェ ー デ ンが 本 格 的 に モ ダ ニ ズ ム を受 容 す る に あ た って,議 論 の 焦 点 と な っ

た の は伝 統 の価 値 を生 か し た近 代 的 住 環 境 の創 造 で あ った 。 世 界 最 高 水 準 とい わ れ る住 環 境 の

実 現 を可 能 に した 彼 らの 真 摯 な態 度 の 原 点 を,ラ ー シ ョ ン邸 に認 め る こ とが で き る よ うに 思 う。
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58)RagnarOstberg,Etthem,Stockholm,1905,pp.2=16.

59)ラ ー シ ョ ン邸 が 評 判 を 呼 ん で も,建 築 家 は 基 本 的 に そ れ を無 視 し た 。

付 記

本 稿 は,意 匠 学 会 理 論 分 科 会(1995年6月10日)に お い て 口 頭 発 表 した 厂カ ー ル ・ラ ー シ ョン の 自 邸

を め ぐ る3冊 の 住 宅 論 」 の 内 容 に,新 た な 知 見 を加 え修 正 し た も の で あ る。
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